
 

 

 

 

 

 

 

今年度の高等部産業現場等における実習は、前期（６・７月）と後期（１１月）の２回に分

けて行っています。普段の生活や作業学習等で身につけた力（働くためのスキル、態度、身だ

しなみ、習慣等）を発揮し、卒業後の進路への関心を高め、社会に出るための力を更に向上さ

せることを目標としています。また、学校では気づきにくい課題を、生徒自身が見つめ直す機会となっており

ます。前期は高等部２・３年生のみの実施でしたが、後期になると１年生も校外での実習に取り組みます。 

 

高等部生徒２２名（２・３年生）の実習先と、主な実習内容は以下のとおりです。 

実習先 内容 実習先 内容 

〇生活介護事業所 

甲子の里希望の家 

地域生活サポートセンターきらり 

泉崎村障がい者支援センター 

あるく 

 

軽作業、余暇活動 

軽作業、余暇活動 

軽作業、余暇活動 

余暇活動 

○就労継続支援Ｂ型事業所 

なごみの家 

甲子の里希望の家 

地域生活サポートセンター 

エル白河 

地域生活サポートセンター 

フラット白河 

大信やまゆり 

こころん 

下郷作業所ホイップ 

 

委託作業 

下請作業 

委託作業、パン製造 

 

委託作業、パン販売 

 

下請作業 

委託作業、農作業 

委託作業、パン製造等 

〇企業 

(有)飯田制作所 

住友ゴム(株) 

オリンパス サポートメイト(株) 

カインズ白河モール店 

那須マテリアル(株) 

 

自動車部品加工 

清掃 

清掃 

品出し 

工場作業 
〇就労継続支援A型事業所 

アイディ 

 

下請作業 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① カインズ白河モール店 

担当者の方からは、商品の品出し、前出し、ほこり取り等とても丁

寧に作業している点を評価していただきました。一方、接客中の表情

が硬いことを実習中に指導されると、改善しようと努力する姿も見ら

れました。 

② (有)飯田製作所 

担当者の方からは、ネジの製作で、機械の使い方をよく理解し、ミ

スなく作業に取り組めた点を評価していただきました。一方、１日中

立ったままの作業であったため、生徒自身から「足が疲れた。体力を

つけたい。」という反省が聞かれました。 

 

↑ 品出しの作業 
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泉崎村障がい者センターの巡回指導を担当しました。 

今回、泉崎村障がい者センターでの現場実習が２度目ということも

あり、「実習先での生活に慣れ、落ち着いて過ごすことができる」こ

とを目標に、今回の実習に臨みました。 

前回よりも実習の日数を増やして実施しましたが、気持ちが安定

し、手動でのシュレッターをかける作業や、牛乳パックのラミネート

はがしの作業に取り組むことができました。 

↑ シュレッターの作業 



＊＊＊＊＊＊ 各学部の取り組み紹介 ＊＊＊＊＊＊ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日 対象 行事名 

８月５日(木) 高等部 特別支援学校作業技能大会 

 

９月１４日(火) 中学部３年 先輩の話を聞く会 

９月２１日(火)～９月２８日(火) 高等部２年 進路相談週間 

９月２２日(水) 高等部１年① 職場見学会 

９月３０日(木) 高等部１年② 職場見学会 

１０月２１日(木）～２２日(金) 中学部、高等部 やしお祭での販売活動 

１０月２８日(木) 高等部 先輩の話を聞く会 

 

高等部：校内実習  

６月２１日～７月２日の２週間、校内実習を行

いました。新型コロナウイルス感染症の影響か

ら、当初の日程を変更しての実施となりました。

２，３年生は慣れた様子で校内実習に取り組んで

おり、１年生を優しく手助けする姿も見られまし

た。１年生にとっては初めての校内実習になりま

す。１０日間という作業日程に、疲れが見受けら

れたものの、無事に終えることで達成感を感じて

いました。どの生徒も働くた 

めの体力、集中力を持 

続させることの必要性 

を感じる１０日間とな 

りました。 

中学部：前期校内実習 

 中学部では、６月と１月の年２回校内実習が計

画されており、６月 14日から一週間、紙工班と

工芸班に分かれて活動しました。 

紙工班の「油すうぞうくん」作りでは、「ラミ

ネートはがし」「パルプちぎり」「ミキサーがけ」

等工程ごとに分かれそれぞれが一生懸命に作業

に取り組みました。 

工芸班の「おうち三兄弟」「コースター」「一輪

挿し」「ティッシュボックスカバー」作りでは、

メッシュ手芸の玉留め・玉結びや 

木材のヤスリがけ等を丁 

寧に行い、目標として 

いたノルマ数を達成 

することが出来ました。 

よりよい製品作りを 

一人ひとり心掛けて 

頑張っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

           ～それぞれの「キャリア教育」～ 
本校では、「キャリア教育全体計画」を作成し、「児童生徒一人一人の能力や適性を的確に把握し、系統

的・段階的な指導を通じて、キャリア発達を促すとともに自ら適切な進路を選択、決定できるようにす

る」という全体目標のもと、各学部でそれぞれの発達段階に応じた目標に基づく学習を行っています。 

人間関係や社会性といったキャリア教育の一分野を例に挙げてみますと、小学部へ入学した頃は、本人

の興味・関心を中心とした事柄を通して教師とのやりとりを深め、挨拶や返事といった対人関係の基礎

や、生活に必要な自分なりの表現方法を学んで行くことが大切になっていますが、そこから集団への参加

に向けて、友達との関わり方、協力・共同、ルールやマナー等を考え身につけていくような学習活動を重

ね、更に校内ばかりでなく校外へも目を向け、社会見学や実習等を通して、一人一人の実態に応じた社会

での在り方や自分の進路実現につながる力を身につけられるように体験的な学習を展開しています。 

 

 

 

 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のために行事は変更になることがあります。 


